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巻◆頭◆言

2016年９月28日、イスラエル国のシモン・ペレス前大統

領が93歳でご逝去された。哀悼の意を表すため、駐日イス

ラエル大使館での弔問記帳をしてきた。われわれの世代に

は想像しがたい苦難な人生を歩み、中東和平とイスラエル

人の人権と安全を守るために人生を捧げられ、パレスチナ

のアラファト議長との和平合意を実現し、1994年にノーベ

ル平和賞を受賞された同氏は、偉人として歴史に刻まれる。

私は、ペレス氏と直接お会いする機会が二度あった。初

めは、大統領の顧問医師からの招待で大統領府を訪問した

時である。日本とイスラエルの優れた技術の組み合わせで

世の中の未充足な要求を満たすことに尽くしてほしいとい

う趣旨の話があったと記憶する。人を温かく覆い包むお人

柄に感激したが、大統領とお話をしたというだけで、空港

やホテルで特別の配慮をいただいた。二度目は、今年の５

月２日、小林喜光代表幹事を団長とするイスラエル・ミッ

ションの一員として、「The Peres Center For Peace」を表

敬訪問した時である。92歳の年齢を感じさせることなく、

輝いた目で穏やかに未来に対する希望と情熱をわれわれに

語り続けられた。その言葉のいくつかを皆さんに紹介する。

1.  Dissatisfactionが変化に挑戦する力の原動力となる。過去

は完全に切り離すことはできないが、未来から学ぶ姿勢が

大切である（Learn from the future, not from the past）。

2.  イノベーションは人類の財産である。人間はロボットをつ

くるが、ロボットは人間をつくれない。人間はpessimistic

にもなるが、歴史はoptimisticにとらえよ。

3.  戦争は戦争を止めることができない。敵意を起こさせず、

貢献する気持ちが大切である。

4.  世の中は変革の時代。同じところに立ち続けるな、現状

に満足するな。

９月30日、世界の要人に見守られながらエルサレムの丘

で葬儀と埋葬が行われた。列席者は、米国からはオバマ大統

領をはじめ、クリントン元大統領、ケリー国務長官、バイデ

ン副大統領、英国はメイ首相をはじめ、ブレア元首相、

キャメロン前首相、チャールズ皇太子御夫妻、仏はオラン

ド大統領やサルコジ前大統領、ドイツはガウク大統領、そ

の他カナダ、オランダ、スペイン等々の首相が並び、パレ

スチナ自治政府のアッバス議長も列席されたと聞く。世界

の哲人のご逝去を心から悼む。　　　　　　　　　合掌

副代表幹事
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シモン・ペレス 前イスラエル国大統領の
ご逝去を悼む

今月の表紙：シリーズ国花
【グロリオサ／ジンバブエ】
ラテン語のGloriosus（栄光の）が語源のグロリオ
サは、炎が燃え上がるような形と鮮やかな赤やオ
レンジの花弁が特徴。花言葉も「栄光」です。
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